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概要 
本研究では，学校現場での構成主義に基づく学習環
境の実現に向けて，教員候補者の学習観変容を意図し
た教員養成研修をデザイン・実施し，研修受講者の研修
前後，そして赴任後の変化を追うことを試みた．結果か
らは，研修前と後で学習観が変容した一方, 一部の受講
者においては現場赴任後に引き戻された可能性がある
ことが示唆された．今後，現場赴任後の状況を詳しく調
べ，養成のみならず現場赴任後に必要だと考えられる
教師の学習環境を明らかにしていくことが課題である． 
 
キーワード：教員養成, 教師教育, 学習科学, 協調学習 

1. 研究の背景 

昨今の学校現場では，構成主義に基づく学習環境デザ

インへの転換が求められている．一方で，構成主義が表

面的な理解にとどまり話し合いやグループ活動を形式

的に導入するような実践がなされることも少なくはな

いという課題がある．教員育成指標の策定や教職科目

の内容整理といった外枠の改革は盛んに行われている

が，実際の学習環境には教師自身が学びをどのように

捉えているかという信念や価値観（学習観）が与える影

響が大きいと考えられ，教員養成プログラムはそのレ

ベルまで踏み入る必要があるだろう．子どもたちの主

体的・対話的で深い学びを可能にする授業をデザイン

するためには，まずは教師自身がそのような学びに従

事できる教員養成・研修プログラムが必要であるとの

指摘もある［1］．本質的な実践の変容に向けては，教師
自身が「学び」をこれまで受けてきた教育に基づく経験

則のみから捉えるのではなく，経験則を理論をとも照

らし合わせながら自らの学習観を絶えず見直し続けて

いくことが求められ，そのためには教員養成の段階か

らそのような経験を積むことが重要だと考えられる． 
そこで本研究では，第一著者が所属するオルタナテ

ィブな教員養成・研修プログラムを展開する認定NPO
法人Teach For Japan（https://teachforjapan.org/）をフィー

ルドとして，教員候補者及び教員の学習観変容を意図

した教員養成研修をデザイン・実施し，研修受講者の変

化を追うことを試みた． 
当該団体は，全国の自治体・教育委員会と連携しなが

ら，教育をより良くしたいと考える人材を広く募集・選

考・研修し，過去 10 年間で約 60の自治体に，250 名以

上の教師が小中高等学校の現場に輩出してきている．

赴任前に約半年から 9 ヶ月程度の教員養成研修を実施

し，その後の赴任契約期間である 2 年間も，引き続き

研修やコミュニティ形成のバックアップ等を通じて教

師の学びをサポートしている．参加者のバックグラウ

ンドは多様で，新卒者から 30 年以上の民間キャリアを

持つ者までおり，近年では毎年 40〜50 名程度が本プロ

グラムを通じて学校現場に新規で赴任している．教員

不足が深刻化する中で一定の意義がある一方で，これ

まで実施してきた教員養成研修は，先進的な内容をい

ち早く取り入れようとする反面，コンテンツは肥大化・

断片化し，研修内の対話活動の形式化が起こっていた．

結果として知識伝達型の学習方法中心，個人依存型の

指導案作成，ハウツー中心の学習内容となっており，受

講者の学習観を揺さぶり見直すことを通じて従来型の

授業実践から脱却することまでを意図したものではな

かった．そこで，本教員養成研修を，教員志望者自身が

「観」を変容させ，現場に出てからも周囲と協働しなが

ら授業改善のサイクルを回し続けていくための土台と

なるように刷新すべく，2020 年 12 月よりデザイン研

究［2］を開始した． 
研修デザインの刷新にあたっては，学習科学の知見を

参照し，1）第一著者が大学院で学習科学の理論を学び，
2）団体職員（＝研修設計運営者）ともその学びを共有

した上で協働しながら研修デザインを刷新し，3）刷新

後の新しい研修を実践しながら改善していく，という

３ステップで行った． 
2021 年 7 月に開始した刷新後の教員養成研修の主な

特徴は，第 1 に，学習方法が対話を中心とする協調学
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習がメインになったこと，第 2 に，指導案作成・模擬

授業の実施・振り返りまでのサイクルが個人依存では

なくグループ単位で協働しながら行われるようになっ

たこと，そして第 3 に，学習内容に認知科学や学習科

学の知見が取り入れられたことなどがあげられる［3］． 
本報告では，刷新後の研修を受講した教員候補者の研

修前後，そして現場赴任後の変容を追うことで，今後の

教員養成・研修をより良いものにしていくために必要

だと考えられる要素について検討する． 

2. 研究方法 

2.1.  対象者 
本研究では，2021 年度に実施された刷新後の研修を受

講した 38 名の教員候補者（現場赴任後は教員）を主な

対象とする．また，ベースラインとして刷新前（2020 年

度）の研修受講者 44 名を比較対象とした． 
 

2.2. 対象データ 
対象者 38 名は，2021 年 7 月から 2023 年 3 月末まで

の間に刷新後の教員養成研修を受講し，2022 年 4 月に

学校現場に配属された．彼らは研修期間中，そして学校

現場への赴任後に定期的に「セルフアセスメント（以

下，SA）」を実施している．SAは，学習観に関連する

複数の質問項目（本稿に関連する項目のみ抜粋して表 1
に示す）に対して，その時の自身の考えを言語化し自由

に記述するもので，教員候補者（教員）が自らの学びや

変化を認識することと，研修設計者がその情報を活用

して研修をより効果的なものにすることを目的として

いる．これまでに，研修開始時，研修中，赴任直前，赴

任 6 ヶ月後，赴任 1 年後の計 5 回実施しており，Google
フォームから提出された記述内容はオンライン上で共

有・蓄積される． 
 
表 1 セルフアセスメント（SA）の質問項目 

①「教師」とは，どのような存在ですか．現時点で持って

いる教師像について記述してください． 

②「よい授業」とは，どのような授業のことでしょうか．

現時点で持っている授業観について記述してください． 

③「評価」とは，何のためにするものでしょうか． 

 
 また，受講者は研修終了時に，研修期間中の自らの

変化について振り返るためのリフレクションフォーム

（以下，RF）にも回答している．RFの項目は多岐にわ

たるが，学習観の変容を支えた要素に関連が強そうな

内容として，表２の 3 項目が挙げられる． 
これらのデータを活用し，受講者の学習観の変容の分

析と，それを支えたと考えられる要素についての検討

を行う． 
表 2 リフレクションフォーム（RF）の質問項目 

①赴任前研修期間に，あなたの考え方や行動にどのような

変化がありましたか． 

②その理由をお書きください．また，その成長に寄与して

いたと思う研修のシステムや内容をお書きください． 

③学習科学ゼミでの学びは，今のあなたにどのように生か

されていると思いますか． 

 
2.3. 分析方法 
SA の記述内容をもとに，刷新後の研修が，教員志望

者の学習観の見直しにつながったかどうかを調べるた

めに，質問項目①〜③それぞれに対して４つのカテゴ

リーを，数字が１から４へと大きくなるにつれて構成

主義に基づいた考え方であると仮定して設定した． 
例えば①では，1は，教師は教える存在であると捉え

ている表現である一方で，構成主義では学習者が主体

的に世界と関わることを支援するための環境を整える

ことに重点がおかれるため，４は環境デザインの視点

が入っているものを設定している．３は，伴走者や支援

者といった表現にとどまり，子どもが自ら知識を構成

していくための環境をデザインという視点までは見と

れないものである．②では，楽しいだけの授業ではな

く，知識や思考の深まりがどの程度意識されているか

に基づいて設定した．４は，子どもたち自身から新たな

問いが生まれる前向きアプローチ［4］の視点を踏まえ

て設定している．③では，評価の考え方が総括的に到達

度を把握するのではなく，子どもの状況を見取り次の

学びにつなげてく視点がどの程度持てているかを把握

するために，児童生徒の学びや教師自身の授業改善に

つなげる視点がどの程度入っているかにより段階を設

定した．表 3に，分類の一例を示す． 
 

表 3 分類の一例（②「よい授業」） 
記述内容 分類 
子ども目線で楽しい授業 1 
学習者が何かを学ぶことができた，これができるように

なったと何かを得ることができる授業 
2 

すべての学習者が自ら学びに向き合い，周囲の学習者と
ともに思考を深めながら学ぶことができる授業 

3 

子どもたちが自らで思考を働かせて，さらに知りたい，

学びたいと自然に思えるような問いを生み出すきっか
けとなる授業 

4 
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3. 結果 

3.1. SA 記述内容の分析 
 まず，刷新後（2022 年度）の研修受講者の変化を時

系列でみていく．①では，研修開始時には，カテゴリー

1,2に該当する記述が約半数程度を占めていたが，赴任

直前にその割合は大幅に減少した．4.のデザインの視点

は，研修前から赴任直前で高まったものの，赴任後の時

間の経過とともに割合が減っている．②では，カテゴリ

ー1,2 の割合が高かったところから，赴任直前には 3,4
の割合の方が高くなった．3,4の合計の割合は，赴任半

年後に一時低下したが，1 年後に少し持ち直している．

③では，赴任直前時点で増加したカテゴリー3,4の割合

が，赴任後も維持されているように見受けられる． 
次に，刷新前（2020 年度）の研修受講者の赴任 1 年後

の回答内容との比較を行う．①では，2021 年度受講者

の一定数が教師の役割として授業や学習環境のデザイ

ンを挙げている一方で，2020 年度受講者は赴任 1 年後

の時点で 0%だった．②では，授業における学習過程へ

の着目の違いが見られる．2020 年度，2021 年度ともに

学習者中心の授業を強調する記述が一定数あったが，

その中身を見ていくと，2020 年度受講者が児童生徒の

楽しさや達成感を重視しているのに対し，2021 年度受

講者は児童生徒の深い理解や，そこから新たな問いを

生み出すことについての言及が見られた．③では，2021
年度は約 70%（3,4の合計）が子どもの見取りから教師

の授業改善につなげるためで 
あることに言及している一方で，2020 年度は 30%程度 

 
にとどまっている． 
上記より，新たな研修プログラムを受講した教職志

望者の方が，前年度と比較してより構成主義に基づい

た考え方をもって現場に赴任した人数の割合が高くな

ったことが明らかとなった．一方で，研修で一度変容し

た学習観が，受講者によっては現場に赴任してから引

き戻された可能性があることも示唆された． 
 
3.2. RFの記述内容から 
 受講者の学習観変容に研修がどのように寄与したか

を，RFの記述内容から検討する．表 2の項目①と②へ

の回答では，学習観の変容に関して述べているものが

複数みつかった．代表的なものを表 5に示す． 
 

表 5 RF（項目①, ②）への記述例 
<Y さん> 
①：学習観が変わった．学びとは教えられるものではなく，
一人一人が深めていくものである，学ぶことは面白いと思
えるようになった．教師は子どもの学びの支援者であると
考えるようになった． 
②：研修を通じて一貫して対話の時間が設けられたこと
で，なんとなくの理解を言葉で説明しようとしたらできな
いことに気づくことができた．その気づきから次の問いが
生まれて，自分の理解や納得に基づいて学びを深めること
ができた．自身が経験したことで学びは一人一人違うこと
を理解できた． 
<T さん> 
①：研修前は，一方的に子供たちに教えるであったり一人
で教育や学習に関する理解を深めようといった感覚や姿
勢があったが，現時点では子供たちや他者と共に学びなが
ら子供たちにとってより良い授業や教育を実現していこ
うといった感覚を持てている． 
②：研修での学びや候補生の方達との対話を通じて，子供
たちが主体性を持った学習者であることを本質的に理解
したり，対話を行い自分とは違った考えや価値観に触れる
ことで学びを深めるといった経験ができたため． 

質問 

項目 
カテゴリー 

2021受講者 2020受講者 

研修開始時 

（N=38） 

赴任直前 

(N=38) 

赴任半年後 

(N=33) 

赴任1年後 

(N=31) 

赴任1年後 

(N=44) 

①教師

とはど

のよう

な存在

か 

1. 指導する/教える/知識を授ける・与える 31.6 5.3 10.0 - 18.2 

2. 児童生徒のロールモデルになる 15.8 - 13.3 9.4 20.5 

3. 成長・学習の支援をする 44.7 50.0  33.3 50.0 34.1 

4. 授業や学習環境をデザインする 7.9 34.2 30.3 21.9 - 

②良い

授業と

はどの

ような

ものか 

1. 児童生徒が楽しいと感じられる授業 23.7 7.9 20.2 6.3 20.5 

2. 児童生徒が達成感を感じられる授業 13.2 13.2 10.0 18.8 31.8 

3. 児童生徒の知識や思考が深まる授業 5.3 39.5 23.3 25.0 2.3 

4. 児童生徒の深い学びから新たな問いが生まれる授業 - 13.2 16.7 25.0 2.3 

③評価

は何の 

ために

するも

のか 

1. 児童生徒のレベルの把握 / 説明責任のため 26.3 7.9 10.0 6.3 31.8 

2. 児童生徒の学びの改善のため 28.9 5.3 - 3.1 15.9 

3. 教師の授業改善のサイクルを回すため 13.2 36.8 23.3 40.6 13.6 

4. 2.と3.の両方 13.2 34.2 46.7 31.3 20.5 

表 4 セルフアセスメント（SA）の記述内容の分析結果（％） 
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 上記から，研修内で自らが対話的な学びの環境に身

を置くことにより，知識は相互作用により自ら構成す

るものであることを体験的に学び，それが理論ともつ

ながったことで自身の学習観が見直されていったこと

を受講者自身が認識していることがうかがえる． 
 また，表 2 の③学習科学ゼミでの学びについての記

述では，「経験則の見直し」に関する表 6のような記述

も見られた． 
 

表 6 RF（項目③）への記述例 
・自分の中で正しいと思っていた固定観念を崩すことがで
きたと思う(子供たちの学びとは，0 からスタートするもの
と思っていたが，そうではなくこれまでの経験や学びが土
台となった素朴概念を改善していくプロセスであること
など)．< H さん> 
・学習科学ゼミがなければ，現場に入った時に自分が過去
に受けてきた授業のみを参考にして授業づくりをしてい
たと思います．<M さん> 
・学習科学を学んだことは学習観の変化に繋がり，学びっ
て面白いなと思えるようになった．モヤモヤをポジティブ
に捉えることができるようになった．子ども一人一人違う
ということを理論的に理解でき，アプローチの仕方を工夫
しようと思えている．自分の役割が教えるというより，学
びを支援することだと思えるようになった．< K さん> 

 
この他にも，「子供達のより良い学びを作るために，子

供たちがどのような経験則や素朴概念を持っているか

を考えるきっかけや，対話を通した学びを知ることが

でき，一方的に教えるだけの授業や生徒との接し方は

しないようにと心がけるきっかけとなった．」<S さん>，

「子どもたちの現状を見て，素朴理論が何か考えて，授

業を作ろうとする姿勢が身についた」<O さん>などのよ

うに，子どもの素朴概念への注目した授業デザインに

ついての言及が見られた．また，「対話の意義を理解で

きたため必要に応じて積極的に授業にとりいれるよう

になったとともに，建設的相互作用がおきやすい対話

になっているかも考えられるようになった．」<O さん>

などのように，自らの対話的な学びの経験を子どもの

学びにつなげる表現があったり，「前向きアプローチと

は何か，主体的対話的で深い学びとは何か，子どもたち

が本当の意味で学べる授業にするために教師は何が出

来るか，について，対話を重ねながら検討し続けていく

ことで，“自分の授業づくりは現状のままで良い”と思

うことがなくなり，より良い授業・学びを追求していこ

うとする姿勢が生まれたのは，学習科学ゼミのおかげ

だと思います．」<M さん>という，授業を前向きに改善

し続けていく姿勢についての記述も見られた． 
これらから，「人の学び」についての自身の経験則が見

直されただけではなく，そこから子どもの学習環境を

デザインする際に一人ひとりが持つ素朴概念に注目す

る必要性を認識したことや，子ども自身が自ら知識を

構成していくために対話的な学びが必要であることを

認識したことなどがうかがえる． 

4. 考察と今後の課題 

本結果から，刷新後の研修デザインが研修受講者の

学習観変容に影響を与えたことが示唆され，また，それ

によってどのように授業をデザインしていく必要があ

るかについての受講者一人ひとりの納得が生まれたこ

とが見えてきた．一方で，学校現場赴任後に一部の受講

者の学習観は引き戻された可能性があることも示唆さ

れている． 
今後は，学習観が引き戻された受講者と引き戻され

なかった受講者の違いについても検討することで，赴

任先の学校現場の状況がどのように教師の学習観に影

響を与えるのかについての考察を加え，養成段階だけ

ではなく赴任後の研修や支援のあり方を検討していく

必要がある． 
また，学習観が実際の授業実践や周囲の教員との協

働のあり方などにどのような影響を及ぼしているかに

ついても調べることで，実践自体の具体的な変容につ

いても分析していきたい．さらに，学習科学に基づく教

員研修や実践コミュニティの先行事例の調査を通じて，

構成主義の概念を共有し，継続的な改善のサイクルを

共創できる実践者と研究者コミュニティの構築に必要

な要素の検討も行うことで，より良い教員養成・研修プ

ログラムの構築に貢献していくことを目指す． 
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